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研究成果概要 
宇宙線研究所の観測的宇宙論グループを核とし、宇宙再電離の問題解決に向けて研究を

行った。宇宙再電離期(epoch of reionization; EoR)の Lya emitter(LAE)から放射された

Lyα輝線は、中性水素を含む銀河間物質がもたらす Lyα damping wing 吸収により減光

を受ける。そのため、 EoR 初期に向かうにつれ、1) Lyα輝線が明るい LAE が減る、2)Ly
αの輝線幅が広がる、3) 電離が進んでいる領域(ionized bubble)にある LAE は Lyα輝線

の減光をあまり受けないため観測する LAE の分布に再電離起源の密度超過が現れる、と

予想されている。これらをテストするため、我々はすばる望遠鏡の次世代広視野撮像装

置 Hyper Suprime-Cam (HSC)により従来の 100 倍にもなる LAE サンプルを構築し、す

ばるおよび Keck 望遠鏡の分光観測を通して上記３つの効果を測定し、宇宙再電離史モデ

ルに制限をつけるべく研究を進めている。平成２５年度は、すばる HSC による宇宙再電

離研究に向けて狭帯域フィルターNB921 の作成に成功した。これに続き２枚目のフィル

ターである NB973 の作成を開始した。この NB973 フィルターは 600mm 直径のクリア

アパーチャーの中心部において透過率曲線の目標性能は実現できていないものの、それ

以外の部分で目標を達成できた。またこの HSC の準備研究としてすばるおよびハッブル

望遠鏡等による宇宙再電離期の銀河研究を行い１４編の論文を査読誌に投稿し、ほとん

どの論文が既に受理されている(Ouchi et al. 2013, Yuma et al. 2013 など)。 
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